やま ざき ちょう うん どうざ か 

山 崎 朝 雲 と 云う ひとの 家の 横から 動 坂の 方へ ぼ つ 

ふくざ わいちろう 

ぼつ 降りる と、 福 沢 一郎 氏の アトリエの 屋根が 見える。 

火事で もあった のか、 と ある 小さな 路地の 中に、 一軒 

ほど 丸焼けの まま 柱 だけつ つ 立って いる 家の そばに、 

サル ビヤが 真盛りの 貸家が 眼に つ いた。 玄関が 二 つ あ 

る けれども、 がたがたに 古い 家で、 雨戸が 水 を 吸った 

ように 湿って いた。 ビ— ル 瓶で 花園 を かこって あるが、 

花園の 中には 塵芥が 山の ように 積んで あり、 看護婦 会 

の 白い 看板が 捨てて あったり する。 こんな 家に 住む の 

は 厭 だな と 思い、 路地から 路地 を 抜けて 動 坂の 電車 通 

りへ 出て、 電車 通り をつつ 切り 染物屋の 路地へ 這^る 



あて 

を 当 もな く 登って みたり した。 小学生が 沢山 降りて 来 

る。 みんな 顔色が 悪い。 風が 冷たい せいか も 知れない。 

みんな あおぐろい 顔色 をして いた。 

谷 中の 墓地 近くに な つ て も 貸家 はみ つかりそう にも 

なかった。 いたずらに 歩く ばかりで、 歩きながら、 考 

える こと は 情ない ことば かりだった。 朝 倉 塾の 前へ 来 

ると、 建築の 物々 しいのに 私 はび つくりして しまった。 

屋根の 上に ブロンズが 置いて ある。 田舎の ひとの よろ 

も +? 力 

こびそう な 建物 だな と 思った。 石材 屋と、 最中 屋 との 

間 を 抜けて 谷 中 の 墓地 へ 這 入る と さすがに 清々 とした。 

寺と 云う 寺の 庭に は 山茶花の 花が さかり だし、 並木の 



私 は 少時 立って 眺めた。 どうした 事 か 表札が さかさま 

にな つ ている。 一 一階の 窓に はす だれが さが つ ていた。 

塀の 中に より 添った ような 造りで、 大きく 繁 つた 八 ッ 

手が あった。 隣り は 何 をす る 家な のか、 ビ— ル箱 のよ 

うな 木箱が、 宇 野さん の 石塀の 方まで はみ出て、 自転 

車が 二 台 路上へ 置いて あった。 

宇 野さん の 通り を T 字 型に つきあた つ た処に 蔦の 

ごかいじょ 

這った 碁会所の ような 面白い 家が あって、 貸家 札が さ 

げて あるの が 眼に はいった。 私 はもう 暗くな りかけ た 

のに、 「貸家が あります そうです が、 広さ は どの位な の 

でしよう」 と 尋ねる と、 夕飯 時の 忙が しさで、 そこの 



お- p ： 

貰って、 女中に 母 娘 連れの 横へ 連れられて 行った。 

「しゃもに なさい ます か、 中肉、 それに 口 — スと ござい 

いちょう がえ 

ますけ ど」 太った 銀杏 返しの 女中 はに こに こして しゃ 

べっている。 私 は 口 ー スを 註文して ばさばさと 飯 をた 

はらぐ あ い 

ベ 始めた が、 さ つ きの 鍋焼きで、 腹 工合 は いっぱい だつ 

た。 働いて いる 女中 は、 みんな 日本髪で、 ずつ こけ 風 

に 帯 を 結び、 人生の あらゆる ものに びくともしないよ 

うな 風体に 見える。 うらやましい 気持ちであった。 私 

まお 

は 口 — スの 煮えた のを頰 ばりながら、 お 客の 顔 や、 女 

せんとう 

中た ちの 顔 を 眺めて いた。 まるで 銭湯の ような 感じで、 

のぼ 

紅葉の 胸飾り をした お上り さんたち もい る。 バス ケッ 
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